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Abstract 

近年，インターネットの普及により，多種多様なコンテンツがネットワーク上を流通している．コンテン

ツの増加・充実に伴い，ネットワーク上に分散する地図コンテンツや地図以外の情報を自由に組み合わせて

活用したいというニーズが大きくなってきている．本稿では，ネットワーク上に分散する複数のデータベー

スやWWWコンテンツを横断的に検索し，さらに複数の地図コンテンツから地図を選択し，検索された情報

を選択された地図上にマッピングして提示する情報提供手法を提案する．本提案は，(1)地図と情報の自由な

組合せを実現するために，ラッパ／メディエータ構成の採用により地図コンテンツや情報源の異種性を解消

することと，(2)目的とする情報へのナビゲーションを容易にするために，情報を分類したディレクトリを検

索インタフェースとして提供することと，(3)筆者らの提案しているディレクトリ・ビュー機構により分類デ

ィレクトリを柔軟にカスタマイズ可能とすることとを特徴とする．  

 

Keywords 情報検索，地理情報，ディレクトリ，ビュー，LDAP 

 

1. はじめに 
近年，社会的インフラとしての IP ネットワーク

の発展により，さまざまなメディアのディジタルコ

ンテンツがネットワーク上を流通している．膨大な

量のコンテンツがネットワーク上に分散している環

境でそれらを有効に活用するためには，必要なコン

テンツへのナビゲーションをいかに実現するかが重

要な課題となる． 

ナビゲーションの有力な手法として，インターネ

ット上の地図情報サービスで用いられている手法が

知られている．それらの地図情報サービスでは，施

設や観光名所などの情報へのハイパーリンクを地図

上にマッピングする情報提供手法が一般的に利用さ

れている．このような地図を検索インタフェースと

して用いた情報提供手法は，空間的位置と関連付け

られる情報（地理情報）へのナビゲーションを実現

するのに有効であると考える．地図を用いた情報提

供は，地域情報の共有や観光案内，広告情報の発信

など適用分野も広い． 

また，最近，インターネットでの地理情報流通の

下地が整ってきている．現在既に容易に入手可能な

地図コンテンツとしては，WWW上の地図情報サー

ビスで提供されている地図画像がある．今後，企業

や組織で利用される GIS(Geographic Information 

System)向けの地図コンテンツを提供する ASP 

(Application Service Provider)的なビジネスも進展
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していくと予想され，地理情報の流通は拡大してい

くと考えられる． 

以上の状況を踏まえ，筆者らは，分散環境上に存

在する地図コンテンツ及び地図以外の情報を統合し

て利用することに対するニーズが発生し，増大する

ものと予想し，そのような統合利用を可能とする手

法の検討を行った．（図１参照．） 

分散コンテンツの統合利用を可能とするための課

題は，以下の二つに大別されると考える． 

l 多様な地図コンテンツ，情報源の異種性を解消

し，統一的アクセスを可能とすること 

l 分散する膨大なコンテンツに対する容易かつ柔

軟なナビゲーションを実現すること 

筆者らは，上記課題を解決するための以下の特徴を

有する，分散環境における地図情報と連携した情報

共有の一手法を提案する． 

(1) 多様な地図コンテンツ，情報源への統一的アク

セスを可能とするため，ラッパ／メディエータ

構成を採用し地図コンテンツ間，情報源間の異

種性を解消する． 

(2) 情報へのナビゲーションを容易にするため，情

報を分類したディレクトリを検索インタフェー

スとして採用する． 

(3) 情報へのナビゲーションを柔軟なものにするた

め，筆者らの提案しているディレクトリ・ビュ

ー機構により分類ディレクトリを柔軟にカスタ

マイズ可能にする． 

以下，2章では情報の統合利用上の課題を挙げ，3

章では課題解決のためのアプローチを示す．4 章で

提案方式について説明し，5 章ではプロトタイプを

説明し，6章で関連研究を説明する． 

 

2. 分散地理情報の統合利用上の課題 
2.1. 多様な地図，情報源への統一的アクセス 

ネットワーク上に存在する地図コンテンツ間，情

報源間にはさまざまな異種性があり，それらへの統

一的アクセスを可能にするためには，異種性を解消

する必要がある． 

まず，ネットワーク上の地図コンテンツに関する

異種性について説明する． 

(1) データ形式の異種性： ディジタル地図のデータ

形式はさまざまである．ラスタ形式／ベクタ形式と

いった違いに加え，ラスタ地図，ベクタ地図のフォ

ーマットも複数が存在している． 

(2) アクセス方法の異種性： 地図コンテンツをネッ

トワークから取得する方法はさまざまである．ファ

イルとしてダウンロードできる地図データがある一

方，Web-GISの地図サーバから地図データを取得す

る場合には，ベンダの定めた独自の検索方法でアク

セスすることが必要となる． 

(3) APIの異種性： Web-GIS ミドルウェア製品のク

ライアント・コンポーネント（地図ビューア）で提

供されるAPIは，ベンダにより異なる．また，API

で使用する座標系や縮尺の表現形式などもさまざま

である． 

次に，ネットワーク上の情報源に関する異種性に

ついて説明する． 

(1) システムレベルの異種性： 情報を管理するシス

テムには，DBMS や WWW サーバなどさまざまな

ものがあり，システムの違いに応じてアクセスプロ

トコルや検索言語などに違いが生じる． 

(2) スキーマレベルあるいはデータレベルの異種

性： 同種のシステムで管理される情報源間でもスキ

ーマレベルあるいはデータレベルの違いが生じうる．

データベースの場合を例にとると，[1]に示されてい

るように，データモデルの違い，データ項目の過不

足，データ項目のデータ型の違い，データ項目の値

の表現形式の違いなどがある． 
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図１ 地理情報統合利用のイメージ 



2.2. 情報への容易かつ柔軟なナビゲーション 

複数の地図コンテンツ，情報源を統合的に利用す

る場合，コンテンツの総量は膨大なものになる可能

性がある．その中から必要な情報を引き出すために

は，情報の整理・取捨選択が簡易に行える情報ナビ

ゲーション手段を提供することが重要である．また，

情報の多目的での活用を実現するためには，情報ナ

ビゲーション手段は，さまざまな観点からの情報絞

り込みを可能とする柔軟なものである必要がある． 

 

3. アプローチ 
3.1. ラッパ／メディエータによる地図，情報源の

異種性解消 

地図，情報源の異種性を解消するために，よく知

られた手法であるラッパ／メディエータ構成[2]を

採用する．情報源毎の異種性の一部をラッパで吸収

し，残余の異種性の解消やアクセスする情報源の選

択はメディエータで行う．利用者側からの情報アク

セスは，メディエータが提供する統一インタフェー

スにより行う． 

 

3.2. ディレクトリを用いた情報ナビゲーション 

膨大な情報への容易なナビゲーションを実現する

ため，例えば大分類／中分類／小分類のように，情

報を階層的に分類したディレクトリ（以下，分類デ

ィレクトリ）を検索インタフェースとして提供する．

地図ナビゲーションでは，地図情報サービスやGIS

に見られるように，都道府県－市町村－町名－…の

ように住所階層をたどっていくことで表示地図を制

御するインタフェースは自然なものである．また，

地図以外の情報の木構造による分類も，WWWのデ

ィレクトリ型検索エンジンに見られるように，その

有効性は実証されている． 

情報の多目的での利用を実現するためには，単一

の分類ディレクトリを提供するだけでは不十分であ

り，情報をさらに絞り込む，さまざまな観点から情

報を整理する，といった機能が必要になると考える．

これらの機能を実現するため，筆者らの提案してい

るディレクトリのビュー機構を採用する．詳細は 4

章で説明する． 

4. 提案方式 
本章では提案方式を説明する．まず，提案方式を

支える基盤的機能であるメタ情報管理機構について

説明し，次いで，課題に対応する機能である，地図，

情報源への統一的アクセス，及び，分類ディレクト

リとディレクトリ･ビューについて説明する． 

 

4.1. LDAPディレクトリによるメタ情報管理 

システムを実現する上では，地図コンテンツや情

報源のメタ情報をいかに管理するかが課題となる．

ネットワーク上のコンテンツは多種多様であり，管

理すべきメタ情報もコンテンツの種別や使用目的に

よって多岐に渡るため，ビジネス用途でよく用いら

れる関係データベースシステムによる管理に比べて

柔軟性・拡張性において優れている，オブジェクト

指向の情報管理手法が有効である． 

本提案では，LDAP[3]に準拠したディレクトリシ

ステム（以下，LDAP ディレクトリ）により，コン

テンツのメタ情報を一元管理することとした． 

LDAPディレクトリは，オブジェクト間の関連を木

構造で管理するオブジェクト指向の情報管理システ

ムである．提案方式において LDAP ディレクトリを

採用した理由は，LDAP はオープンな規格でありサ

ーバやクライアント API の実装を入手しやすいこ

と，オブジェクトを階層的に管理できることからブ

ラウズや検索対象の絞り込みが容易であること，複

数サーバでの分散・協調が可能であること，などか

ら分散環境での情報管理に適していると考えたため

である． 

以下，メタ情報を管理するディレクトリをメタ情

報ディレクトリと呼ぶ． 

 

4.2. 地図，情報源への統一的アクセス機構 

一般に，ベンダの提供するWeb-GISにおいては，

地図コンテンツへの直接的アクセス方法は開示され

ておらず，地図コンテンツとのインタフェースは地

図ビューアの APIとなる．そこで，地図コンテンツ

への統一的アクセスを可能とするため，地図ビュー

アの API の異種性をラッパ／メディエータ構成に

より解消することとする．なお，ベンダの提供する



地図ビューアは地図表示機能と地図サーバへのアク

セス機能を備えているため，本提案では，2.1.に示

したデータ形式及びアクセス方法の異種性の解消を

考慮する必要はない． 

本提案では，地図の表示，表示領域の移動，拡大・

縮小などの操作に必要な統一APIを規定し，ベンダ

の提供する地図ビューア毎にラッパ・モジュールを

用意することにより，ベンダ固有の APIを統一API

に共通化する．一方，メディエータ・モジュールで

は，地図操作のAPIに加えて地図ビューアを切り替

える APIを備え，クライアント・アプリケーション

の地図アクセスを仲介する．クライアント・アプリ

ケーションでの地図操作要求は，アプリケーション

→メディエータ・モジュール→アクティブなラッパ･

モジュール→アクティブな地図ビューアといった順

で伝達される．システムに新たな地図エンジンを追

加する際には，対応するラッパを開発すればよく，

クライアント･アプリケーションの変更は不要とな

る． 

一方，情報源への統一的アクセスを可能とするた

め，筆者らの所属する組織で研究開発している

DBSENA[4]をメディエータとして利用する．

DBSENAでは，複数のRDBに加えて XML文書や，

表や箇条書きといった構造を持つ HTML 文書も情

報源として指定でき，スキーマやアクセス方法の異

なる複数の情報源間の異種性を解消し，それらの統

合検索を可能とする． DBSENA自身でスキーマレ

ベルとデータレベルの差異の多くを吸収できるのに

加えて，ラッパ･モジュールを作成することにより検

索言語の変換や欠落項目の補完を行うことができる．

情報検索の際には DBSENAの提供する検索 APIを

利用するので，アプリケーションでは情報源を意識

しなくてよく，情報源の追加･削除も容易である． 

 

4.3. 分類ディレクトリ及びビュー機構 

情報への簡易なナビゲーションを実現するため，

情報を階層的に分類したディレクトリ（分類ディレ

クトリ）を検索インタフェースとする．分類ディレ

クトリに関する情報は，メタ情報管理の場合と同様

の理由により，LDAP ディレクトリで管理する．分

類ディレクトリの階層構造は LDAP ディレクトリ

の木構造で管理し，また，個々の分類に関する情報

はディレクトリ･エントリの属性として管理する． 

情報分類及び分類の階層化の観点は多様であるこ

とから，異なる観点毎に別々の分類ディレクトリを

作成できるようにする．さらに，異なる複数の分類

ディレクトリを組み合わせたり切り替えたりして用

いることを可能とする．この機能は，情報の多目的

な利用の一助となる． 

また，分類ディレクトリを柔軟にカスタマイズで

きるよう，ディレクトリにビュー機構を導入する．

ディレクトリのビューは，データベースのビューを

参考に考案したものであり，データベースシステム

のビューと同様の効果，すなわち，情報の見え方の

カスタマイズ，アクセス範囲の限定，問合せの略記

などの効果を有するものである． 

ディレクトリのビューは，[5]に示すように，ディ

レクトリのエントリ集合に対する集合演算で定義さ

れる．ビューの例を図２に示す．「射影」は特定の部

分木のみを選択する演算であり，「選択」は特定の述

語条件を満たすエントリとそのエントリと接続され

る部分のみを選択する演算である．ディレクトリの

ビューの特徴としては，個々のオブジェクトの見え

方のみならずオブジェクト間の関連である木構造を

も操作対象としている点が挙げられる．ビュー機構

の導入により一つのディレクトリをさまざまな形で

見せることが可能となり，ニーズに応じた分類ディ

レクトリのカスタマイズが実現できる． 
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図２ ディレクトリ・ビューの例 



5. プロトタイプ 
5.1. プロトタイプの概要 

前章にて提案した手法の実現性，有効性を確認す

るため，プロトタイプを作成した．システムの構成

を図３に示す．プロトタイプ・システムは，WWW

ブラウザ（Internet Explorer）上で動作するクライ

アントと，メタ情報管理機能及び分類ディレクトリ

を用いた検索機能を有する検索サーバから構成され

る．クライアントは Microsoft 社の ActiveX テクノ

ロジーを利用して開発し，機能モジュールを

ActiveX コントロールとしてコンポーネント化した． 

プロトタイプでは，施設や観光名所の情報を地図

上にマッピングして提示する情報提供システムを実

現している．図４に示すユーザ・インタフェース例

では，地図表示を制御する住所ディレクトリと施設

を分類する施設分類ディレクトリとを用意している．

利用者による地図と施設分類の指定に呼応して，地

図表示領域と施設分類に応じた絞り込み検索を行い，

検索結果を地図上にマッピングするとともに，下部

に文字情報としても表示している．  

 

5.2. 分類ディレクトリを用いた情報検索の実現 

分類ディレクトリを用いた情報検索手順[6][7]の

概要を以下に示す．事前の準備として，情報源にア

クセスするのに必要なメタ情報（ホスト名，DB テ

ーブル名など）と情報源内のオブジェクトの属性情

報（DB のカラム名など）をメタ情報ディレクトリ

に格納しておく．さらに，分類ディレクトリに対応

した検索条件式の雛型をメタ情報ディレクトリに格

納する．検索実行時には，利用者により指定された

分類エントリに対応して，検索条件式の雛型と分類

エントリの属性値とを参照して検索条件式を生成し，

情報源のメタ情報を参照して情報源種別に応じた検

索要求を発行して検索を行う．  

 

5.3. ベースマップの切り替え機能 

地図コンテンツとしては，複数の Web-GIS の地

図と絵地図（後述）とを用いた．プロトタイプのク

ライアントでは，その中から任意の一種をベースマ

ップとして指定可能であり，複数種の地図をシーム

レスに切り替えて利用可能である． 

絵地図とは，方角や位置関係がデフォルメされた

地図画像を言う．絵地図は，専ら精度よりも分り易

さを重視して作成されたものであり，典型例は道案

内図や散策案内図である[8]．プロトタイプにおいて

は，これら二種の絵地図に対応してラッパを作成し

た．絵地図のメタ情報（URL，緯度・経度，座標を

変換するための情報，など）をメタ情報ディレクト

リに格納し，絵地図のラッパ・モジュールはその情

報をもとに画像データの取得，表示，座標の計算な

どを行う． 

 

5.4. 複数情報源の統合検索機能 

地図以外の情報源としては，施設情報を管理する

データベースと，位置情報を検索キーとするWWW

上の検索サービス[9][10]とを用いた．地図と施設分

類の指定に対応して，双方の情報源を検索し，その
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図３ プロトタイプ・システムの構成 
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図４ ユーザ・インタフェース例 



検索結果を統合して地図上にマッピングすることを

可能とした[11]． 

 

5.5. ビュー切り替え機能 

プロトタイプにおいては，住所／分類ディレクト

リのさまざまな部分木をビューとして定義・登録す

ることを可能とした．ビューを用いることにより，

例えば，利用者の現在位置や現在時刻に応じて，そ

の利用者に適した住所／分類ディレクトリのビュー

を提供する，等の柔軟な情報提供が実現できる 

 

6. 関連研究 
地理情報の相互流通，統合的な利用を促進するこ

とを狙いとした研究として，G-XML[12]の試みがあ

る．G-XML では，地理情報の流通フォーマットを

XML により規定している．クライアントにG-XML

ビューアがあればネットワーク上の G-XML コンテ

ンツを自由に重ね合わせて使用することができ，本

提案の目指すところと近い．しかし，既存の地図コ

ンテンツ，地理情報の提供者が G-XML に沿ったコ

ンテンツを提供するようになるには時間を要すると

考える．既存のコンテンツを G-XML コンテンツに

変換するラッパやコンバータの整備，また，経済的

価値の高いコンテンツを安全に流通するための基盤

の整備等が容易ではないと考えるからである．また，

現時点では G-XML コンテンツの標準的な検索方法

がないため，アクセス方法の異種性を解決する標準

的な手段は存在しない．オープン化，標準化が完了

する前の現実解としては，本提案のアプローチは有

効であると考える． 

 

7. おわりに 
分散環境における地理情報の共有の一手法を提案

した．提案した手法は，(1)ラッパ／メディエータ構

成により地図コンテンツや情報源の異種性を解消し，

複数の地図と複数の情報源の自由な組合せを可能と

することと，(2)分類ディレクトリを用いた検索イン

タフェース及びディレクトリ・ビューの採用により

簡易かつ柔軟な情報ナビゲーションを可能とするこ

ととを特徴とする．また，提案の実現性・有効性を

試作によって確認した． 

今後は，個人属性に適応したビューのカスタマイ

ズなどについて，検討を行う予定である． 
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